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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
、
全
国
市
議
会
議
長
会
の
運
営
に
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
一
昨
年
３
月
に
発
生
し
ま
し
た
東

日
本
大
震
災
か
ら
１
年
１０
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
被
災
自
治
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
今
も

復
旧
・
復
興
に
全
力
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本
会
と
し
て
も
被
災
地
の

１
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
に
向
け
積
極
的
に
要
請
活
動
を
展
開
す
る
な
ど
、
会
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
参
り
ま
し
た
が
、
本
年
も
引
き
続
き
鋭
意
、
要
請
活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

次
に
、
地
方
議
会
の
権
能
強
化
で
は
改
正
地
方
自
治
法
が
昨
年
８
月
に
成
立
し
、
う
ち
地
方

議
会
制
度
で
は
、
条
例
に
よ
る
通
年
会
期
制
の
導
入
、
議
長
等
に
よ
る
臨
時
会
招
集
請
求
に
長

が
応
じ
な
い
場
合
の
議
長
に
よ
る
臨
時
会
招
集
な
ど
が
９
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
「
政
務
活

動
費
」
に
関
し
ま
し
て
は
、
従
来
の
政
務
調
査
費
か
ら
名
称
を
改
め
る
と
と
も
に
交
付
目
的
を

「
議
員
の
調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す
る
た
め
」
へ
と
改
め
、
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
経

費
の
範
囲
を
条
例
で
定
め
る
こ
と
、
議
長
は
使
途
の
透
明
性
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
法
改
正
を
踏
ま
え
、
本
会
は
「
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
参
考
条
例
等
検
討

会
」
を
設
置
し
、
昨
年
１１
月
に
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
第
３０
次
地
方
制
度
調
査
会
で
は
昨
年
１
年
間
、
「
大
都
市
制
度
の
あ
り
方
」
を
検

討
し
、
年
末
の
専
門
小
委
員
会
で
中
間
報
告
を
取
り
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。
地
方
税
財
政
に
関

し
ま
し
て
は
、
解
散
総
選
挙
に
伴
っ
て
平
成
２５
年
度
政
府
予
算
編
成
が
越
年
と
な
っ
た
ほ
か
、

税
制
改
正
に
つ
い
て
の
議
論
も
今
後
、
本
格
化
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
う
ち
自
動
車
取
得

税
・
重
量
税
の
廃
止
要
望
に
つ
き
ま
し
て
は
、
車
体
課
税
が
廃
止
さ
れ
る
と
地
方
財
源
全
体
で

約
０
・
５
兆
円
の
減
収
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
う
ち
約
９
割
が
市
町
村
に
配
分
さ
れ
て
お

り
ま
す
こ
と
か
ら
、
代
替
財
源
を
示
さ
な
い
限
り
堅
持
す
る
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
地
方
交

付
税
の
増
額
を
は
じ
め
と
し
た
地
方
一
般
財
源
総
額
の
確
保
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
は
新
し
い
政
権
の
発
足
に
伴
い
、
地
方
行
財
政
に
関
す
る
制
度
・
運
用
で
も
新
た
な
視
点

か
ら
検
討
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
本
会
と
し
て
適
切
な
対
応
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
地
方
行
財
政
を
巡
る
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
各
市
議
会
及

び
議
員
各
位
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
結
び
と
な
り
ま

す
が
、
各
市
議
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1855・56号１月１５日平成25年
（2013年）

年年
頭頭
にに
ああ
たた
りり

全
国
市
議
会
議
長
会
会
長

謹謹賀賀新新年年

関

谷

博

（
下
関
市
議
会
議
長
）

江江のの島島とと富富士士山山をを臨臨みみつつつつ新新年年をを寿寿ぐぐ（（写写真真提提供供＝＝藤藤沢沢市市））

（１） 平成２５年１月１５日 第１８５５・５６号
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１２
月
１６
日
に
行
わ
れ
た
衆
議
院

総
選
挙
の
結
果
、
自
民
党
が
３
年

３
か
月
ぶ
り
に
院
内
第
一
党
と
な

っ
た
。
選
挙
か
ら
１０
日
後
の
１２
月

２６
日
に
は
、
特
別
国
会
が
召
集
さ

れ
、
安
倍
晋
三
氏
が
第
９６
代
内
閣

総
理
大
臣
に
選
出
。
同
日
、
皇
居

内
で
閣
僚
の
認
証
式
を
終
え
、
第

二
次
安
倍
内
閣
が
発
足
し
た
。

安
倍
新
内
閣
で
は
総
務
相
に
新

藤
義
孝
氏
が
就
任
。
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
（
地
方
分
権
改
革
）
、

地
域
活
性
化
担
当
、
道
州
制
担
当

も
兼
任
す
る
�
新
藤
・
総
務
相
の

経
歴
は
本
紙
３
面
に
掲
載
。
新
藤

・
総
務
相
は
１２
月
２６
日
の
初
閣
議

後
の
記
者
会
見
で
▽
被
災
地
復
興

▽
消
防
・
防
災
体
制
▽
経
済
の
立

て
直
し
▽
社
会
保
障
▽
地
方
分
権

・
道
州
制
・
行
政
改
革
・
政
治
改

革
▽
郵
政
民
営
化
―
の
６
分
野
に

つ
い
て
言
及
。
地
方
分
権
な
ど
は

未
来
に
つ
な
が
る
国
の
形
と
し
て

欠
か
せ
な
い
も
の
と
述
べ
た
。

第
二
次
安
倍
内
閣
閣
僚
の
顔
ぶ
れ

▽
内
閣
総
理
大
臣
�
安
倍
晋
三

（
衆
）
▽
内
閣
法
第
九
条
の
第
一

順
位
指
定
大
臣
（
副
総
理
）
、
財

務
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
金
融
）
、
デ
フ
レ
脱
却
・
円
高

対
策
担
当
�
麻
生
太
郎
（
衆
）
▽

総
務
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
（
地
方
分
権
改
革
）
、
地
域
活

性
化
担
当
、
道
州
制
担
当
�
新
藤

義
孝
（
衆
）
▽
法
務
大
臣
�
谷
垣

禎
一
（
衆
）
▽
外
務
大
臣
�
岸
田

文
雄
（
衆
）
▽
文
部
科
学
大
臣
、

教

育

再

生

担

当
�
下

村

博

文

（
衆
）
▽
厚
生
労
働
大
臣
�
田
村

憲
久
（
衆
）
▽
農
林
水
産
大
臣
�

林
芳
正
（
参
）
▽
経
済
産
業
大
臣
、

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
原
子
力

損
害
賠
償
支
援
機
構
）
、
原
子
力

経
済
被
害
担
当
、
産
業
競
争
力
担

当
�
茂
木
敏
充
（
衆
）
▽
国
土
交

通
大
臣
�
太
田
昭
宏
（
衆
）
▽
環

境
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
原
子
力
防
災
）
�
石
原
伸
晃

（
衆
）
▽
防
衛
大
臣
�
小
野
寺
五

典
（
衆
）
▽
内
閣
官
房
長
官
、
国

家
安
全
保
障
強
化
担
当
�
菅
義
偉

（
衆
）
▽
復
興
大
臣
、
福
島
原
発

事
故
再
生
総
括
担
当
�
根
本
匠

（
衆
）
▽
国
家
公
安
委
員
会
委
員

長
、
拉
致
問
題
担
当
、
国
土
強
靭

化
担
当
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
防
災
）
�
古
屋
圭
司
（
衆
）
▽

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
沖
縄
及

び
北
方
対
策
、
科
学
技
術
政
策
、

宇
宙
政
策
）
、
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ

Ｔ
）
政
策
担
当
、
海
洋
政
策
・
領

土
問
題
担
当
�
山
本
一
太
（
参
）

▽
女
性
活
力
・
子
育
て
支
援
担

当
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
消

費
者
及
び
食
品
安
全
、
少
子
化
対

策
、
男
女
共
同
参
画
）
�
森
ま
さ

こ
（
参
）
▽
経
済
再
生
担
当
、
社

会
保
障
・
税
一
体
改
革
担
当
、
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
経
済
財
政

政
策
）
�
甘
利
明
（
衆
）
▽
行
政

改
革
担
当
、
公
務
員
制
度
改
革
担

当
、
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
戦
略
担

当
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
担
当
、
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
（
規
制
改
革
）

�
稲
田
朋
美
（
衆
）
▽
内
閣
官
房

副
長
官
�
加
藤
勝
信
（
衆
）
▽
内

閣
官
房
副
長
官
�
世
耕
弘
成
（
参
）

▽
内
閣
官
房
副
長
官
�
杉
田
和
博

▽
内
閣
法
制
局
長
官
�
山
本
庸
幸

新内閣発足に当たっての共同声明

本日、安倍新内閣が発足することとなった。

我が国は東日本大震災からの復興をはじめ、円高・デフレや
人口構造の激変などの大きな課題をかかえている。安倍総理は、
新内閣を「危機突破内閣」と命名されたが、我々は、新内閣がこ
れら課題に果敢に取り組み、地方と連携・協力することでこれ
らの課題を解決し、日本再生を成し遂げることを期待している。

現状では、震災復興の進捗、地域経済・雇用情勢は厳しい状
況が続いており、景気を回復させるためにも大胆な対策が必要
である。大型補正予算を速やかに編成・成立させ、地方の実情
に十分配慮しながら、
�東日本大震災からの早期復興と日本全体の防災・減災対策の
強化・加速

�中小企業支援や雇用対策を地域の創意工夫を活かして実現す
る新たな制度の創設による地域経済の活性化

�地域間格差の是正に向けた農林水産業の振興や農山漁村の再
生・活性化

�地方の主体的・積極的な取り組みを支えるための十分な地方
財源の確保（交付金、基金の拡充等）

などの効果的な経済対策を迅速に実施すること、合わせて平成
２５年度当初予算の速やかな編成等を通じ、切れ目のない万全の
措置を講じることを求めたい。我々地方も、新内閣とともに積
極的に取り組んでいく。

また、効果的な施策立案・実施には、現場を担う地方の意見
を適切に反映していくことが不可欠である。早期に「国と地方
の協議の場」を開催し、国と地方の関係を深めていくことを求
めたい。

衆・参両院での地方分権推進決議から約２０年となる。新内閣
におかれては、これまで進めてきた地方分権改革の歩みを止め
ることなく、現場を重視し、住民の視点に立って、さらなる改
革に邁進することを期待する。

平成２４年１２月２６日
地方六団体 全 国 知 事 会 会 長 山田啓二

全国都道府県議会議長会会長 山本教和
全 国 市 長 会 会 長 森 民夫
全 国 市 議 会 議 長 会 会 長 関谷 博
全 国 町 村 会 会 長 藤原忠彦
全国町村議会議長会会長 �橋 正

地
方
六
団
体
は
、
安
倍
新
内
閣

の
発
足
に
伴
い
、
１２
月
２６
日
に
共

同
声
明
を
発
表
し
て
い
る
�
右

掲
。共

同
声
明
で
は
、
「
危
機
突
破

内
閣
」
と
命
名
し
た
安
倍
新
内
閣

が
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

を
は
じ
め
、
円
高
・
デ
フ
レ
や
人

口
構
造
の
激
変
な
ど
我
が
国
が
抱

え
る
諸
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

ま
た
▽
平
成
２５
年
度
当
初
予
算

な
ど
の
速
や
か
な
編
成
等
を
通

じ
、
切
れ
目
の
な
い
万
全
の
措
置

を
講
じ
る
こ
と
▽
現
場
を
担
う
地

方
の
意
見
を
適
切
に
反
映
す
る
た

め
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
の

開
催
―
な
ど
を
要
請
し
て
い
る
。

難難
題題
解解
決決
にに
期期
待待
地
方
六
団
体

が
共
同
声
明

３
年
３
か
月
ぶ
り
に
自
・
公
が
政
権
復
帰

第第
二二
次次
安安
倍倍
内内
閣閣
がが
１１２２
月月
２２６６
日日
にに
発発
足足

【写真上】特別国会において安倍晋三氏が
第９６代内閣総理大臣に指名された
【写真下】第二次安倍内閣の閣僚の顔ぶれ
※上・下写真提供＝内閣広報室

第１８５５・５６号 平成２５年１月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

悠
久
の
日
本
の
歴
史
と
、
そ
し

て
、
誇
り
あ
る
伝
統
と
文
化
を
感

じ
と
れ
る
こ
の
場
所
で
、
大
変
清

々
し
い
思
い
で
記
者
会
見
に
臨
ん

で
お
り
ま
す
。
記
者
の
皆
さ
ん
、

ま
た
カ
メ
ラ
マ
ン
の
皆
さ
ん
、
今

年
１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

新
年
を
迎
え
ま
し
て
、
新
し
い

国
づ
く
り
に
向
け
て
第
一
歩
を
踏

み
出
す
、
平
成
２５
年
の
幕
開
け
を

国
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
そ
の
門

出
を
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
９６
代
の
内
閣
総
理
大
臣
を
拝

命
し
て
、
ち
ょ
う
ど
今
日
で
１０
日

目
に
当
た
り
ま
す
。
新
年
を
迎

え
、
危
機
を
突
破
を
し
て
い
く
、

こ
の
重
た
い
使
命
に
改
め
て
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

政
治
の
信
頼
を
取
り
戻
し
、
未
来

へ
向
け
た
新
た
な
国
づ
く
り
に
邁

進
を
し
て
い
く
と
い
う
決
意
を
新

た
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
空
疎

な
１
０
０
の
言
葉
よ
り
も
、
意
味

あ
る
１
つ
の
結
果
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
政
策
実

現
の
ス
ピ
ー
ド
感
と
実
行
力
を
安

倍
内
閣
で
は
何
よ
り
も
重
視
し
て

ま
い
り
ま
す
。

危
機
を
突
破
を
し
て
い
く
こ
と

に
向
け
て
、
新
年
早
々
か
ら
経
済

再
生
、
復
興
、
危
機
管
理
と
い
っ

た
課
題
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
近
く
、
日
本
経
済
再

生
本
部
を
始
動
さ
せ
、
そ
し
て
、

経
済
財
政
諮
問
会
議
を
再
起
動
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
新
年
早
々
に

緊
急
経
済
対
策
を
取
り
ま
と
め
、

そ
れ
を
基
に
速
や
か
に
補
正
予
算

案
を
国
会
に
提
出
い
た
し
ま
す
。

来
年
度
予
算
は
、
民
主
党
政
権

で
水
ぶ
く
れ
し
た
歳
出
の
無
駄
を

カ
ッ
ト
し
、
内
容
を
大
胆
に
重
点

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
年
末
年
始

返
上
で
現
在
、
作
業
を
進
め
て
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
急
ピ
ッ

チ
で
内
容
を
詰
め
て
、
１
月
中
の

政
府
原
案
の
決
定
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

昨
年
、
就
任
最
初
の
訪
問
地
と

し
て
迷
わ
ず
に
福
島
県
を
選
び
ま

し
た
。
先
般
の
視
察
で
は
、
事
故

原
発
の
現
状
と
い
ま
だ
に
不
自
由

な
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
被
災
者
の
皆
さ
ん
の
声
に
触
れ

ま
し
た
。
復
興
を
加
速
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
の
思
い
を
強
く
い

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
縦
割
り

行
政
の
弊
害
が
あ
り
、
現
場
感
覚

が
不
足
を
し
て
い
ま
し
た
。
根
本

大
臣
の
下
で
除
染
や
生
活
再
建
な

ど
の
課
題
に
一
元
的
に
対
応
し
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
に
決
定
、
実
行
で
き

る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
経
済
対

策
に
お
い
て
も
、
復
旧
・
復
興
に

思
い
切
っ
て
予
算
を
投
じ
、
福
島

再
生
、
被
災
地
の
復
興
を
加
速
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

日
米
関
係
を
一
層
強
化
し
、
近

隣
諸
国
と
の
関
係
を
立
て
直
し
て

い
く
た
め
に
、
私
自
身
が
先
頭
に

立
っ
て
戦
略
的
な
外
交
を
大
胆
に

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
国
民
の

生
命
、
財
産
、
我
が
国
の
領
土
、

領
海
、
領
空
を
断
固
と
し
て
守
り

抜
い
て
い
く
と
い
う
決
意
で
あ
り

ま
す
。
大
規
模
災
害
や
テ
ロ
、
重

大
事
故
な
ど
の
危
機
管
理
対
応
に

２４
時
間
、
３
６
５
日
体
制
で
万
全

を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

危
機
突
破
の
た
め
に
、
ま
ず
は

何
よ
り
も
経
済
再
生
で
一
つ
一
つ

結
果
を
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。
あ

わ
せ
て
教
育
再
生
や
安
心
社
会
の

実
現
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
今
年
は
巳
年
で
あ
り
ま

す
。
巳
年
は
新
し
い
誕
生
を
意
味

す
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な

小
さ
な
こ
と
で
も
暮
ら
し
の
中
に

何
か
新
し
い
も
の
が
１
つ
生
ま
れ

て
く
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
年
に

向
け
て
、
国
民
の
皆
様
と
と
も
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
巳
年
の
ヘ
ビ
は
商
売
繁

盛
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
り
ま
す
。

今
年
１
年
間
、
景
気
が
上
向
い
て

い
く
よ
う
に
、
経
済
再
生
の
大
き

な
一
歩
を
記
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
一
丸
と
な
っ
て
安
倍
政
権

頑
張
っ
て
ま
い
る
決
意
で
ご
ざ
い

ま
す
。

私
か
ら
は
以
上
で
ご
ざ
い
ま

す
。
※
首
相
官
邸
Ｈ
Ｐ
よ
り

埼
玉
県
出
身
。
昭
和
３３
年
１
月

２０
日
生
ま
れ
。
平
成
８
年
１０
月
、

衆
議
院
議
員
に
当
選
し
現
在
５
期

目
。
元
川
口
市
議
。
主
な
経
歴
�

▽
昭
和
５５
年
３
月
�
明
治
大
学
卒

業
▽
平
成
８
年
１０
月
�
衆
議
院
議

員
選
挙
で
初
当
選
▽
平
成
１３
年
５

月
�
小
泉
内
閣
で
総
務
大
臣
政
務

官
に
就
任
▽
平
成
１４
年
１０
月
�
小

泉
内
閣
で
外
務
大
臣
政
務
官
に
就

任
▽
平
成
１７
年
１１
月
�
自
民
党
国

防
部
会
長
に
就
任
▽
平
成
１９
年
８

月
�
安
倍
内
閣
・
福
田
内
閣
で
経

済
産
業
副
大
臣
に
就
任
▽
平
成
２３

年
１
月
�
衆
議
院
決
算
・
行
政
監

視
委
員
長
に
就
任
▽
平
成
２４
年
１０

月
�
党
シ
ャ
ド
ウ
・
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
経
済
産
業
大
臣
に
就
任
▽
衆
議

院
で
安
全
保
障
委
理
事
、
経
済
産

業
委
理
事
、
テ
ロ
・
海
賊
対
処
特

別
委
理
事
、
テ
ロ
防
止
・
イ
ラ
ク

支
援
特
別
委
理
事
、
国
家
基
本
政

策
委
理
事
、
憲
法
調
査
会
幹
事
等

を
歴
任
▽
自
由
民
主
党
で
総
務
会

副
会
長
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
局

長
、
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
局
長
、
報

道
局
長
、
商
工
部
会
長
代
理
、
外

交
副
部
会
長
、
政
調
審
議
委
員
、

国
対
副
委
員
長
等
を
歴
任
※
新
藤

氏
の
公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
よ
り

新
藤
総
務
相

の
主
な
経
歴

１／４

総総
理理
のの
年年
頭頭
記記
者者
会会
見見

冒冒
頭頭
発発
言言
概概
要要
をを
紹紹
介介

平成２５年度本会主要会議開催予定
場 所

三田市

東京・全国都市会館

東京・全国都市会館

東京・日比谷公会堂

東京・ベルサール九段

東京・ベルサール九段

東京・全国都市会館

東京・全国都市会館

東京・全国都市会館

旭川市

東京・全国都市会館

東京・全国都市会館

東京・都市センターホテル

東京・全国都市会館

会議・行事名

正副会長会議

第１９５回部会長会議

第１９１回理事会

第８９回定期総会

第１回理事会（共済会）

第１０６回代議員会（共済会）

第１９６回部会長会議

第１９２回理事会

会計監査

第８回全国市議会議長会
研究フォーラム in 旭川

相談役会議

第１９３回理事会

第９５回評議員会

会計監査

時 間

１５：３０

１１：００

１３：３０

１０：３０

１０：３０

１３：００

１１：００

１３：００

理事会後

１５：３０

１１：００

１３：３０

評議員会後

月 日

平成２５年
４月８日�

５月２１日�

５月２２日�

５月２３日�

７月４日�

７月１０日�
～１１日�

１１月５日�

１１月６日�

新藤義孝・総務相

（３） 平成２５年１月１５日 第１８５５・５６号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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大
網
白
里
市
が
誕
生

１／１

第
３０
次
地
方
制
度
調
査
会
は
、

１２
月
２０
日
に
第
２６
回
専
門
小
委
員

会
を
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
開

催
し
「
大
都
市
制
度
」
に
関
す
る

中
間
報
告
を
取
り
ま
と
め
た
�
別

紙
に
中
間
報
告
を
掲
載
。

中
間
報
告
で
は
指
定
都
市
や
中

核
市
・
特
例
市
、
特
別
市
（
仮
称
）

な
ど
の
課
題
を
示
す
と
と
も
に
、

具
体
的
な
方
策
や
当
面
の
対
応
な

ど
を
明
記
し
た
。
都
道
府
県
と
市

町
村
い
ず
れ
の
事
務
も
処
理
す
る

特
別
市
（
仮
称
）
で
は
、
二
重
行

政
の
解
消
な
ど
で
意
義
が
あ
る
と

し
、
今
後
も
検
討
す
る
。
当
面
は

都
道
府
県
か
ら
指
定
都
市
へ
、
事

務
と
税
財
源
の
移
譲
を
可
能
な
限

り
進
め
、
実
質
的
に
特
別
市
（
仮

称
）
に
近
づ
け
る
と
し
た
。

２０
日
の
中
間
報
告
取
り
ま
と
め

に
あ
た
り
、
１２
月
１３
日
に
は
第
２５

回
専
門
小
委
員
会
を
開
催
し
、
地

方
六
団
体
か
ら
意
見
を
聴
取
し

た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
は
関
谷
博
・

本
会
会
長
（
下
関
市
議
会
議
長
）

が
出
席
し
▽
指
定
都
市
制
度
▽
中

核
市
・
特
例
市
制
度
▽
特
別
市

（
仮
称
）
▽
地
方
議
会
の
権
能
強

化
―
の
４
項
目
に
つ
い
て
発
言
し

て
い
る
�
本
紙
１
８
５
４
号
１
面

に
発
言
要
旨
を
掲
載
。
中
間
報
告

は
本
会
な
ど
地
方
側
の
意
見
も
勘

案
し
、
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

専
門
小
委
で
審
議
し
て
き
た
大

都
市
制
度
の
あ
り
方
は
、
地
制
調

に
課
さ
れ
た
諮
問
事
項
の
う
ち
の

１
つ
。
今
回
の
中
間
報
告
ま
で
に

約
１
年
間
議
論
を
費
や
し
た
。
諮

問
事
項
の
う
ち
「
議
会
の
あ
り

方
」
に
つ
い
て
は
既
に
議
論
を
終

え
て
お
り
、
大
都
市
制
度
に
つ
い

て
も
今
回
の
報
告
で
専
門
小
委
と

し
て
の
一
定
の
方
向
性
を
打
ち
出

し
た
。
専
門
小
委
で
は
残
る
諮
問

事
項
と
な
っ
た
「
基
礎
自
治
体
の

あ
り
方
」
と
併
せ
、
大
都
市
制
度

に
関
し
て
の
中
間
報
告
に
対
す
る

関
係
各
方
面
の
意
見
を
踏
ま
え
つ

つ
、
今
夏
の
任
期
満
了
ま
で
に
最

終
的
な
答
申
を
取
り
ま
と
め
る
。

特
別
市
な
ど
大
都
市
制
度
で
中
間
報
告

地
制
調
専
門
小
委
が
取
り
ま
と
め

（公財）後藤・安田記念東京都市研究所は「老朽化する社
会資本―再生の基本戦略」と題して、第３４回「都市問題」
公開講座を下記の日程で開催します。
高度経済成長期に急速に整備された道路、上下水道、各種

の公共施設などの社会資本は、都市部を中心として老朽化の
時期を迎えており、どのように維持・管理、補修するかに、
国のみならず自治体は頭を悩ませている。しかし、これら社
会資本が構築された時代と２１世紀も１０年代となった今日で
は、人口・経済社会条件の違いは著しく、技術面でもそれを
支える思想や工夫などに大きな変化が見られる。
時代状況に適合する社会資本の再生はいかにあるべきか。

主として自治体を対象として、多角的に考えていきます。
多数の方々のご参加をお待ちしております。

◇基調講演
中村 英夫 氏（東京都市大学学長）

◇パネルディスカッション
＜パネリスト＞
竹村公太郎 氏（公益財団法人リバーフロント研究所代表理事）
手塚 文雄 氏（横浜市技監）
保母 武彦 氏（島根大学名誉教授）
室� 千重 氏（奈良女子大学生活環境学部講師）

＜司 会＞
新藤 宗幸 氏（後藤・安田記念東京都市研究所研究担当

常務理事）
◆日 時：平成２５年２月１６日（土）１３：３０～１６：３０
◆場 所：日本プレスセンター１０階ホール

（〒１００‐００１１東京都千代田区内幸町２‐２‐１）
◆参 加 費：無料
◆参加申込み：後藤・安田記念東京都市研究所ホームページ

から（http : //www.timr.or.jp）
◆申 込 期 限：平成２５年２月１２日（火）

※満席となり次第受付終了
◆問 合 わ せ：後藤・安田記念東京都市研究所 研究室

TEL：０３‐３５９１‐１２６１

▽
紀
の
川
市
（
和
歌
山
県
）

TEL
０
７
３
６
（
７
７
）
０
８
６
０

住
所
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は
変
更
な
し

▽
東
広
島
市
（
広
島
県
）

住
所
、
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

は
変
更
な
し

▽
那
覇
市
（
沖
縄
県
）

〒
９
０
０
―
８
５
８
５

那
覇
市
泉
崎
１
―
１
―
１

電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は
変
更

な
し千

葉
県
の
大
網
白
里
町
が
１
月

１
日
に
市
制
施
行
し
、
大
網
白
里

市
が
誕
生
し
た
。
人
口
は
５
万
６

２
５
人（
住
民
基
本
台
帳
�
平
成

２４
年
１２
月
１
日

現

在
）、面

積
５８
・

０６
平
方
�
、
議
員
定
数
は
２０
人
。

▼
議
長

▽
い
な
べ

水
谷
治
喜（
１１
・
３０
）

▽
舞
鶴

尾
関
善
之
（
１１
・
３０
）

▽
四
国
中
央

宇
�
英
治
（
１１
・
３０
）

▽
高
岡

大
井

弘
（
１２
・
３
）

▽
防
府

行
重
延
昭
（
１２
・
３
）

▽
伊
佐

丸
田
和
時
（
１２
・
３
）

▽
滑
川

砂
原

孝
（
１２
・
４
）

▽
西
脇

北
詰
勝
之
（
１２
・
４
）

▽
安
芸
高
田

塚
本

近
（
１２
・
４
）

▽
恵
那

柘
植

羌
（
１２
・
５
）

▽
丹
波

奥
村
正
行
（
１２
・
５
）

▽
阿
南

島
尾
重
機
（
１２
・
５
）

▽
伊
勢

杉
村
定
男
（
１２
・
５
）

▽
稲
敷

黒
田

正
（
１２
・
１４
）

▽
五
條

峯
林
宏
政
（
１２
・
１４
）

▽
甲
州

曽
根
益
彦
（
１２
・
１９
）

▽
上
尾

矢
部
勝
巳
（
１２
・
２０
）

▽
松
戸

中
川
英
孝
（
１２
・
２０
）

▼
副
議
長

▽
東
温

近
藤
千
枝
美
（
１１
・
１３
）

▽
富
岡

佐
々
木
功
（
１１
・
３０
）

▽
い
な
べ

小
林
俊
彦
（
１１
・
３０
）

▽
舞
鶴

上
羽
和
幸
（
１１
・
３０
）

▽
四
国
中
央石

津
千
代
子
（
１１
・
３０
）

▽
防
府

重
川
恭
年
（
１２
・
３
）

▽
伊
佐

左
近
充
諭
（
１２
・
３
）

▽
滑
川

中
島

勲
（
１２
・
４
）

▽
西
脇

廣
田
利
明
（
１２
・
４
）

▽
安
芸
高
田

金
行
哲
昭
（
１２
・
４
）

▽
観
音
寺

大
矢
一
夫
（
１２
・
４
）

▽
伊
勢

広
耕
太
郎
（
１２
・
５
）

▽
恵
那

畑
村
眞
吾
（
１２
・
５
）

▽
丹
波

田
坂
幸
恵
（
１２
・
５
）

▽
阿
南

奥
田

勇
（
１２
・
５
）

▽
い
す
み

麻
生

実
（
１２
・
６
）

▽
菊
池

隈
部
忠
宗
（
１２
・
６
）

▽
根
室

田
塚
不
二
男
（
１２
・
１４
）

▽
稲
敷

浅
野
信
行
（
１２
・
１４
）

▽
高
岡

酒
井
立
志
（
１２
・
１７
）

▽
七
尾

伊
藤
厚
子
（
１２
・
１９
）

▽
茅
野

堀

晃
（
１２
・
２０
）

▽
上
尾

小
林
守
利
（
１２
・
２０
）

▽
松
戸

渡
辺
美
喜
子
（
１２
・
２０
）

１月１５日現在の都市数
８１２団体

うち
指定都市 ２０市
中核市 ４１市
特例市 ４０市
一般市 ６８８市
特別区 ２３区

議議
会会
人人
事事

電電
話話
番番
号号
等等
変変
更更

新新
庁庁
舎舎
落落
成成

老朽化する社会資本―再生の基本戦略

（公財）後藤・安田記念東京都市研究所

第３４回『都市問題』公開講座
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ま
え
が
き

当
専
門
小
委
員
会
は
、
平
成
２４
年
１

月
１７
日
の
第
３
回
総
会
以
降
、
諮
問
事

項
の
一
つ
で
あ
る
社
会
経
済
、
地
域
社

会
な
ど
の
変
容
に
対
応
し
た
大
都
市
制

度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
関
係
団
体
か

ら
の
意
見
聴
取
を
含
め
、
第
６
回
か
ら

第
２６
回
ま
で
計
２１
回
の
会
議
を
開
き
、

審
議
を
行
っ
た
。

人
口
減
少
社
会
に
入
り
、
社
会
経
済

や
地
域
社
会
の
状
況
は
大
き
く
変
容
し

て
い
る
。
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
対

人
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
は
益
々
高
ま
っ

て
お
り
、
そ
の
主
要
な
供
給
主
体
で
あ

る
基
礎
自
治
体
の
あ
り
方
そ
の
も
の
が

問
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
都
市
構
造
や

土
地
利
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
基

礎
自
治
体
が
果
た
す
べ
き
役
割
が
問
わ

れ
て
い
る
。
当
専
門
小
委
員
会
は
、
基

礎
自
治
体
の
う
ち
、
ま
ず
大
都
市
等
を

め
ぐ
る
課
題
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
制

度
の
改
革
に
よ
っ
て
対
応
す
べ
き
点
を

検
証
し
、
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
調

査
審
議
を
進
め
、
こ
こ
に
中
間
的
な
報

告
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
大
都
市
は
ひ
と

り
大
都
市
の
み
で
存
立
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。
他
の
基
礎
自
治
体
と
相
互
依

存
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
ま

た
、
大
都
市
等
の
あ
り
方
の
見
直
し

は
、
基
礎
自
治
体
そ
の
も
の
や
広
域
自

治
体
の
あ
り
方
に
も
大
き
く
影
響
す
る

も
の
で
あ
る
。

当
専
門
小
委
員
会
と
し
て
は
、
こ
の

中
間
報
告
に
対
す
る
各
方
面
の
意
見
を

踏
ま
え
、
残
さ
れ
た
諮
問
事
項
で
あ
る

基
礎
自
治
体
の
あ
り
方
と
併
せ
て
最
終

的
な
答
申
に
向
け
て
調
査
審
議
を
続
け

て
い
く
所
存
で
あ
る
。

第
�

大
都
市
等
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題

（
我
が
国
に
お
け
る
大
都
市
等
の
位
置

付
け
）

少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
我
が
国
が

人
口
減
少
社
会
と
な
っ
た
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を

前
提
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
我
が
国
の

あ
り
方
を
真
剣
に
考
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
人
口
減
少
下
に
あ
っ
て

も
、
経
済
を
持
続
可
能
な
も
の
と
し
、

国
民
が
全
国
で
安
心
し
て
快
適
な
暮
ら

し
を
営
ん
で
い
け
る
よ
う
な
国
づ
く
り

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
に
は
、
国
民
の
暮
ら
し
を

支
え
、
経
済
を
け
ん
引
し
て
い
く
の
に

ふ
さ
わ
し
い
核
と
な
る
都
市
や
そ
の
圏

域
を
戦
略
的
に
形
成
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

人
口
減
少
社
会
に
入
っ
た
我
が
国
に

お
い
て
、
三
大
都
市
圏
の
人
口
の
比
重

は
再
び
高
ま
っ
て
い
く
見
込
み
で
あ

る
。三

大
都
市
圏
や
地
方
の
中
枢
都
市
を

核
と
す
る
圏
域
は
、
経
済
の
成
熟
化
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
な
ど
、
構
造
的

な
転
換
期
を
迎
え
る
中
で
、
引
き
続
き

我
が
国
の
経
済
を
け
ん
引
す
る
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
大
都
市
圏
の
抱
え
る
課
題
）

大
都
市
圏
、
と
り
わ
け
三
大
都
市
圏

は
、
こ
れ
ま
で
地
方
圏
に
比
べ
て
高
齢

化
の
進
行
が
緩
や
か
で
あ
っ
た
が
、
団

塊
の
世
代
を
中
心
に
今
後
急
速
に
高
齢

化
が
進
行
し
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
地
方

圏
が
そ
の
高
齢
化
の
進
行
に
応
じ
て
徐

々
に
対
応
し
て
き
た
行
政
課
題
に
つ
い

て
、
大
都
市
圏
、
と
り
わ
け
三
大
都
市

圏
に
お
い
て
は
今
後
極
め
て
短
期
間
の

う
ち
に
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
ま
た
、
高
齢
者
医
療
、
介
護
や

生
活
保
護
な
ど
の
行
政
需
要
が
急
増
す

る
こ
と
へ
の
対
応
や
、
独
居
老
人
や
老

老
介
護
の
問
題
な
ど
、
家
族
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
機
能
の
低
下
へ
の
対
応
も
必

要
に
な
る
。
一
方
で
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
掛
け
る
た
め
に
は
、
出
生
率
を

回
復
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
大
都

市
圏
に
は
若
い
世
代
が
比
較
的
多
い
こ

と
を
踏
ま
え
る
と
、
大
都
市
圏
は
少
子

化
対
策
に
お
い
て
も
果
た
す
べ
き
役
割

が
大
き
い
。

大
都
市
圏
に
お
い
て
は
、
人
を
支
え

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機
能
が
低
下
し
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
て

い
る
。
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
対
人

サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
が
高
ま
る
中
で
、

住
民
の
視
点
か
ら
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
考

え
て
い
く
た
め
に
も
、
住
民
自
治
を
拡

充
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
高
度
経
済
成
長
期
に
整
備
し

た
社
会
資
本
が
一
斉
に
更
新
時
期
に
き

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
社
会
資

本
を
維
持
し
続
け
る
の
か
ど
う
か
な

ど
、
社
会
資
本
整
備
の
あ
り
方
の
見
直

し
も
問
わ
れ
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災

を
教
訓
と
し
て
、
人
口
・
産
業
が
集
中

し
て
い
る
大
都
市
圏
に
お
い
て
は
、
大

規
模
災
害
時
に
お
け
る
住
民
の
避
難
の

あ
り
方
、
生
活
機
能
や
経
済
機
能
の
維

持
等
へ
の
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
も

必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
三
大
都
市
圏
の
よ
う
に
通

勤
、
通
学
、
経
済
活
動
等
の
範
囲
が
、

行
政
区
域
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
大

都
市
圏
に
お
い
て
は
、
大
都
市
圏
域
を

前
提
と
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や

そ
の
調
整
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

（
地
方
の
中
枢
都
市
圏
の
抱
え
る
課
題
）

地
方
の
中
枢
都
市
を
核
と
す
る
圏
域

は
、
三
大
都
市
圏
に
先
行
し
て
、
す
で

に
高
齢
化
や
人
口
減
少
と
い
っ
た
課
題

に
直
面
し
て
き
た
。
地
域
住
民
が
快
適

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
都
市
環
境
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
三
大
都
市
圏
か
ら

人
の
流
れ
を
作
る
た
め
に
も
、
地
域
を

支
え
る
拠
点
の
構
築
が
課
題
と
な
る
。

こ
の
た
め
に
は
、
地
方
の
中
枢
都
市

を
核
に
、
都
市
機
能
、
生
活
機
能
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
都
市
構
造
の
集
約

化
と
都
市
機
能
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

（
地
方
自
治
制
度
の
改
革
に
よ
る
対
応
）

大
都
市
等
に
関
す
る
地
方
自
治
制
度

と
し
て
は
、
昭
和
３１
年
に
特
別
市
制
度

に
代
え
て
指
定
都
市
制
度
が
創
設
さ
れ

た
後
、
指
定
都
市
に
準
ず
る
規
模
の
都

市
に
規
模
・
能
力
に
応
じ
た
事
務
移
譲

を
進
め
る
た
め
、
平
成
６
年
、
１１
年
に

そ
れ
ぞ
れ
中
核
市
制
度
、
特
例
市
制
度

が
創
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
中
核
市
に

つ
い
て
は
人
口
要
件
以
外
の
要
件
が
撤

廃
さ
れ
、
指
定
都
市
に
つ
い
て
は
合
併

団
体
に
対
す
る
運
用
上
の
人
口
要
件
が

一
時
緩
和
さ
れ
た
。
現
在
、
指
定
都
市
、

中
核
市
、
特
例
市
に
指
定
さ
れ
て
い
る

市
の
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
２０
、
４１
、
４０
に

増
加
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
指
定
都
市
、
中
核
市
、

特
例
市
に
指
定
さ
れ
て
い
る
都
市
も
多

様
に
な
り
、
各
制
度
に
お
い
て
一
律
に

決
め
ら
れ
る
事
項
と
各
都
市
の
そ
れ
ぞ

れ
の
状
況
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
項
と
が
生
じ
て
い
る
。

ま
た
、
都
区
制
度
は
、
昭
和
１８
年
以

降
東
京
の
み
に
適
用
さ
れ
て
お
り
、
累

次
の
改
革
に
お
い
て
特
別
区
へ
の
事
務

移
譲
等
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

先
に
述
べ
た
三
大
都
市
圏
や
地
方
の

中
枢
都
市
圏
の
抱
え
る
課
題
に
対
し
て

は
、
規
制
等
に
係
る
個
別
法
の
見
直
し

や
、
重
点
的
な
社
会
資
本
整
備
な
ど
様

々
な
対
策
を
国
と
し
て
戦
略
的
に
実
施

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
と
並

ん
で
、
大
都
市
等
に
関
す
る
地
方
自
治

制
度
の
あ
り
方
を
議
論
す
る
こ
と
が
必

要
な
時
期
が
到
来
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
新
た
な
大
都
市

制
度
や
、
現
行
の
指
定
都
市
、
中
核
市
、

特
例
市
、
特
別
区
に
係
る
制
度
の
見
直

し
に
つ
い
て
、
各
方
面
か
ら
様
々
な
提

案
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
際
、
大
都
市
等
に
お
け
る
効
率

的
・
効
果
的
な
行
政
体
制
の
整
備
や
住

民
の
意
思
が
よ
り
適
切
に
行
政
に
反
映

さ
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、
地

方
自
治
制
度
の
改
革
に
よ
っ
て
対
応
す

べ
き
点
を
検
証
し
、
そ
の
解
決
方
策
を

示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、
明
治
以
来
の

区
域
を
継
承
し
て
い
る
都
道
府
県
に
つ

い
て
の
議
論
、
ひ
い
て
は
広
域
自
治
体

の
あ
り
方
の
議
論
に
も
つ
な
が
っ
て
い

く
も
の
と
な
る
。

大
都
市
制
度
に
つ
い
て
の
専
門
小
委
員
会
中
間
報
告
１２／２０
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第
�

現
行
制
度
の
見
直
し

１
�
指
定
都
市
制
度

（
１
）
指
定
都
市
制
度
の
現
状

指
定
都
市
は
、
地
方
自
治
法
制
定
時

に
制
度
上
存
在
し
た
が
実
際
に
は
適
用

さ
れ
な
か
っ
た
特
別
市
に
代
わ
る
制
度

と
し
て
、
昭
和
３１
年
に
創
設
さ
れ
た
。

以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
５０
年
以
上

に
わ
た
り
制
度
の
基
本
的
な
枠
組
み
は

変
更
さ
れ
て
い
な
い
。

（
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
体
制
の
整

備
）こ

の
間
、
指
定
都
市
と
都
道
府
県
と

の
実
際
の
行
政
運
営
の
中
で
、
い
わ
ゆ

る
「
二
重
行
政
」
の
問
題
が
顕
在
化
し

て
い
る
。
大
都
市
に
お
け
る
効
率
的
・

効
果
的
な
行
政
体
制
の
整
備
の
た
め
に

は
、
こ
の
「
二
重
行
政
」
の
解
消
を
図

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

も
と
よ
り
「
二
重
行
政
」
は
、
必
ず

し
も
指
定
都
市
と
都
道
府
県
の
間
に
固

有
の
課
題
で
は
な
い
が
、
指
定
都
市
の

規
模
能
力
が
高
く
、
都
道
府
県
庁
所
在

地
で
あ
る
こ
と
も
多
い
こ
と
等
か
ら
、

特
に
指
定
都
市
と
都
道
府
県
の
間
で
深

刻
化
し
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
二
重
行
政
」
を
解
消
す
る
た
め
に

は
、
指
定
都
市
の
存
す
る
区
域
に
お
い

て
は
で
き
る
限
り
同
種
の
事
務
を
処
理

す
る
主
体
を
一
元
化
す
る
と
と
も
に
、

事
務
処
理
に
際
し
て
の
指
定
都
市
と
都

道
府
県
と
の
間
の
調
整
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
住
民
意
思
の
的
確
な
反
映
）

指
定
都
市
に
お
い
て
は
、
市
役
所
の

組
織
が
大
規
模
化
し
、
そ
の
カ
バ
ー
す

る
サ
ー
ビ
ス
も
幅
広
く
な
る
た
め
、
個

々
の
住
民
と
の
距
離
は
遠
く
な
る
傾
向

に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
住
民
に
身
近
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
提
供
す
る
こ

と
や
、
住
民
の
意
思
を
行
政
運
営
に
的

確
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

指
定
都
市
に
お
い
て
は
、
住
民
に
身

近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
住
民
に
よ
り
近

い
組
織
に
お
い
て
提
供
す
る
こ
と
や
、

住
民
が
よ
り
積
極
的
に
行
政
に
参
画
し

や
す
い
仕
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
指
定
都
市

の
う
ち
特
に
人
口
規
模
が
大
き
い
都
市

に
つ
い
て
は
、
住
民
に
身
近
な
行
政
区

の
役
割
を
強
化
し
、
明
確
に
す
る
こ
と

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

（
２
）
具
体
的
な
方
策

�
「
二
重
行
政
」
の
解
消
を
図
る
た
め

の
見
直
し

（
事
務
移
譲
及
び
税
財
源
の
配
分
）

指
定
都
市
と
都
道
府
県
と
の
「
二
重

行
政
」
の
解
消
を
図
る
た
め
に
は
、
ま

ず
、
法
定
事
務
を
中
心
に
、
都
道
府
県

が
指
定
都
市
の
存
す
る
区
域
に
お
い
て

処
理
し
て
い
る
事
務
全
般
に
つ
い
て
検

討
し
、
指
定
都
市
が
処
理
で
き
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
指
定
都
市

に
移
譲
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
種
の

事
務
を
処
理
す
る
主
体
を
極
力
一
元
化

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

都
道
府
県
か
ら
指
定
都
市
に
移
譲
す

る
事
務
と
し
て
は
、
都
市
計
画
と
農
地

等
の
土
地
利
用
の
分
野
や
、
福
祉
、
医

療
分
野
、
教
育
等
の
対
人
サ
ー
ビ
ス
の

分
野
を
中
心
と
し
て
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。
そ
の
際
、
少
な
く
と
も
、
県
費
負

担
教
職
員
の
給
与
負
担
や
、
都
市
計
画

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針

に
関
す
る
都
市
計
画
決
定
な
ど
、
既
に

地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
第
１
次
勧

告
に
よ
っ
て
都
道
府
県
か
ら
指
定
都
市

等
へ
移
譲
対
象
と
さ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
移
譲
さ
れ
て
い
な
い
事
務
は
移
譲

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
検
討
を
進
め

る
べ
き
で
あ
る
。

事
務
の
移
譲
に
よ
り
指
定
都
市
に
新

た
に
生
じ
る
財
政
負
担
に
つ
い
て
は
、

適
切
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ

り
、
県
費
負
担
教
職
員
の
給
与
負
担
等

ま
と
ま
っ
た
財
政
負
担
が
生
じ
る
場
合

に
は
、
税
源
の
配
分
（
税
源
移
譲
や
税

交
付
金
な
ど
）
も
含
め
て
財
政
措
置
の

あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

（
指
定
都
市
と
都
道
府
県
の
協
議
会
）

こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て
き
た
「
二
重
行

政
」
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ

う
な
事
務
の
移
譲
及
び
税
財
源
の
配
分

に
加
え
、
指
定
都
市
と
都
道
府
県
が
公

式
に
政
策
を
調
整
す
る
場
を
設
置
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
任

意
事
務
を
中
心
に
指
定
都
市
と
都
道
府

県
が
同
種
の
事
務
を
処
理
す
る
場
合
等

に
適
切
に
連
絡
調
整
を
行
う
協
議
会
を

設
置
し
、
協
議
を
行
う
こ
と
を
制
度
化

し
、
公
の
施
設
の
適
正
配
置
や
効
率
的

・
効
果
的
な
事
務
処
理
を
図
る
こ
と
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

協
議
会
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、
都

道
府
県
に
よ
る
指
定
都
市
の
区
域
内
に

お
け
る
公
の
施
設
の
設
置
や
指
定
都
市

と
都
道
府
県
が
処
理
し
て
い
る
同
種
の

事
務
の
う
ち
指
定
都
市
又
は
都
道
府
県

が
協
議
を
求
め
た
事
項
等
に
つ
い
て
協

議
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
、
指
定
都
市
と
都
道
府

県
が
処
理
し
て
い
る
同
種
の
事
務
の
う

ち
協
議
会
で
定
め
た
も
の
に
つ
い
て
お

互
い
に
処
理
状
況
を
報
告
す
る
こ
と
も

こ
れ
に
併
せ
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

協
議
会
の
構
成
員
と
し
て
は
、
指
定

都
市
と
都
道
府
県
の
執
行
機
関
と
議
会

が
共
に
参
画
す
る
こ
と
が
協
議
の
実
効

性
を
高
め
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
例
え

ば
、
会
長
は
市
長
又
は
知
事
と
し
、
委

員
は
、
市
長
又
は
知
事
と
各
議
長
を
充

て
る
ほ
か
、
そ
の
他
の
議
員
又
は
職
員

か
ら
選
任
す
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。

協
議
会
に
お
い
て
、
協
議
が
調
わ
な

い
事
項
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
現
行
制

度
上
、
自
治
紛
争
処
理
委
員
に
よ
る
調

停
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
調
停
は
全
て
の
当
事

者
が
受
諾
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
そ
れ
で
も
解
決
が
見
込
ま
れ
な
い

場
合
を
想
定
し
た
何
ら
か
の
新
し
い
裁

定
等
の
仕
組
み
を
設
け
る
こ
と
を
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

�
「
都
市
内
分
権
」
に
よ
り
住
民
自
治

を
強
化
す
る
た
め
の
見
直
し

指
定
都
市
、
と
り
わ
け
人
口
が
非
常

に
多
い
指
定
都
市
に
お
い
て
、
住
民
に

身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
住
民

に
よ
り
近
い
単
位
で
提
供
す
る
「
都
市

内
分
権
」
に
よ
り
住
民
自
治
を
強
化
す

る
た
め
、
区
の
役
割
を
拡
充
す
る
こ
と

を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

区
の
役
割
を
拡
充
す
る
方
法
と
し
て

は
、
ま
ず
、
条
例
で
、
市
の
事
務
の
一

部
を
区
が
専
ら
所
管
す
る
事
務
と
定
め

る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
区
長
が
市
長
か
ら
独
立
し
た
人
事

や
予
算
等
の
権
限
、
例
え
ば
、
区
の
職

員
の
任
命
権
、
歳
入
歳
出
予
算
の
う
ち

専
ら
区
に
関
わ
る
も
の
に
係
る
市
長
へ

の
提
案
権
、
市
長
が
管
理
す
る
財
産
の

う
ち
専
ら
区
に
関
わ
る
も
の
の
管
理
権

な
ど
を
持
つ
こ
と
と
す
る
こ
と
を
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
区
長
に
独
自
の
権
限

を
持
た
せ
る
場
合
に
は
、
現
在
は
一
般

の
職
員
の
う
ち
か
ら
命
ず
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
区
長
に
つ
い
て
、
例
え
ば
副

市
長
並
み
に
、
市
長
が
議
会
の
同
意
を

得
て
選
任
す
る
任
期
４
年
の
特
別
職
と

し
、
任
期
中
の
解
職
や
再
任
も
可
能
と

す
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
区
長
を
公
選
と
す
べ
き
か
ど
う
か

に
つ
い
て
も
引
き
続
き
検
討
す
る
。
さ

ら
に
、
区
単
位
の
行
政
運
営
を
強
化
す

る
方
法
と
し
て
、
区
地
域
協
議
会
や
地

域
自
治
区
等
の
仕
組
み
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
活
用
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。

な
お
、
現
在
、
区
に
は
区
の
事
務
所

の
長
（
区
長
）
、
区
の
選
挙
管
理
委
員

会
、
区
会
計
管
理
者
を
置
く
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
加
え
、
現
行
の

教
育
委
員
会
制
度
を
前
提
と
す
る
場
合

に
は
、
小
中
学
校
の
設
置
管
理
等
を
で

き
る
限
り
区
で
処
理
で
き
る
よ
う
に
す

る
観
点
か
ら
、
条
例
で
、
区
に
教
育
委

員
会
や
区
単
位
の
市
教
育
委
員
会
の
事

務
局
を
置
く
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と

を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
区
の
教
育
委

員
会
等
は
、
小
中
学
校
の
設
置
管
理
な

ど
、
必
ず
し
も
市
で
一
体
的
に
処
理
す

る
必
要
が
な
い
事
務
の
う
ち
条
例
で
定

め
る
も
の
を
処
理
す
る
こ
と
と
す
る
こ

と
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
新
た
な
区
の
位
置
付

け
を
踏
ま
え
、
区
を
単
位
と
す
る
住
民

自
治
の
機
能
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。

区
単
位
の
議
会
の
活
動
を
推
進
す
る
た

め
、
市
議
会
内
に
区
選
出
市
議
会
議
員

を
構
成
員
と
し
、
一
又
は
複
数
の
区
を

単
位
と
す
る
常
任
委
員
会
を
置
き
、
区

長
の
権
限
に
関
す
る
事
務
の
調
査
や
区

に
係
る
議
案
、
請
願
等
の
審
査
を
行
う

こ
と
と
す
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。

２
�
中
核
市
・
特
例
市
制
度

（
１
）
中
核
市
・
特
例
市
制
度
の
現
状

中
核
市
と
特
例
市
は
、
市
町
村
へ
の

権
限
移
譲
を
規
模
能
力
に
応
じ
て
段
階

的
に
進
め
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
６

年
と
平
成
１１
年
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
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あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
住
民
に
身
近
な
権

限
を
適
切
に
行
使
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
中
心
的
な
都
市
と
し
て
地
域
を
支

え
る
役
割
を
果
た
し
て
き
た
も
の
と
評

価
で
き
る
。

そ
の
後
、
平
成
２３
年
８
月
に
公
布
さ

れ
た
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
等

に
関
す
る
第
２
次
一
括
法
（
地
域
の
自

主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改

革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律
）
等
に
よ
り
、
ま

ち
づ
く
り
や
環
境
規
制
の
分
野
に
お
い

て
一
般
市
へ
の
事
務
の
移
譲
が
進
展
し

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
特
例
市
に
対

し
て
更
な
る
事
務
の
移
譲
を
進
め
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

（
２
）
具
体
的
な
方
策

�
両
制
度
の
統
合

人
口
２０
万
以
上
で
あ
れ
ば
保
健
所
を

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
中
核
市
と
な
る

と
い
う
形
で
、
中
核
市
・
特
例
市
の
両

制
度
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
層

の
事
務
の
移
譲
を
可
能
と
す
る
こ
と
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、

現
在
の
特
例
市
に
つ
い
て
は
、
少
な
く

と
も
引
き
続
き
こ
れ
ま
で
処
理
し
て
き

た
事
務
を
処
理
し
続
け
る
こ
と
と
す
る

こ
と
を
前
提
と
し
て
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。

�
都
道
府
県
か
ら
の
事
務
移
譲

今
後
、
都
道
府
県
か
ら
中
核
市
・
特

例
市
に
移
譲
す
べ
き
事
務
と
し
て
は
、

例
え
ば
児
童
相
談
所
の
事
務
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
が
、
中
核
市
・
特
例
市
が
多

様
で
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
一
定

の
事
務
の
移
譲
は
法
令
で
行
う
が
、
そ

の
他
に
つ
い
て
は
条
例
に
よ
る
事
務
処

理
特
例
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い

て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

条
例
に
よ
る
事
務
処
理
特
例
制
度

は
、
本
来
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
に
事

務
の
移
譲
を
行
う
際
に
、
両
者
間
で
適

切
に
協
議
を
行
い
、
事
務
処
理
に
必
要

な
財
源
を
適
切
に
措
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
各
市
町
村
の
規
模
・
能
力
や
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
事
務
の
移
譲
を
行
う

こ
と
を
企
図
し
た
制
度
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
移
譲
事
務
の
内
容

に
つ
い
て
は
都
道
府
県
の
意
向
が
強
く

反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
ま

た
、
事
務
移
譲
に
伴
う
財
源
措
置
が
不

十
分
な
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
も
存

在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
懸
念
を
払
拭
す

る
た
め
、
市
町
村
の
事
情
を
十
分
踏
ま

え
て
移
譲
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
方
策
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討

す
る
。

�
住
民
自
治
の
拡
充

中
核
市
・
特
例
市
に
お
い
て
も
住
民

自
治
の
拡
充
は
重
要
な
視
点
で
あ
り
、

地
域
自
治
区
等
の
仕
組
み
を
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
中
核
市
・
特
例
市
の
市
議
会

議
員
の
選
挙
区
は
、
指
定
都
市
で
は
区

の
区
域
を
も
っ
て
選
挙
区
と
さ
れ
て
い

る
の
に
対
し
て
、
特
に
条
例
で
選
挙
区

を
設
け
な
い
限
り
市
域
全
体
と
さ
れ
て

い
る
。
よ
り
地
域
に
密
着
し
、
住
民
と

の
結
び
付
き
の
深
い
市
議
会
議
員
を
選

出
す
る
観
点
か
ら
、
選
挙
区
を
設
け
る

べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

検
討
す
る
。
そ
の
際
に
は
、
選
挙
区
の

設
定
方
法
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と

い
っ
た
視
点
が
必
要
で
あ
る
。

�
中
核
市
・
特
例
市
を
は
じ
め
と
す
る

地
方
の
中
枢
都
市
の
役
割
の
強
化

中
核
市
・
特
例
市
の
う
ち
、
地
方
の

拠
点
で
あ
る
都
市
に
つ
い
て
は
、
周
辺

市
町
村
と
適
切
な
役
割
分
担
を
行
い
、

圏
域
全
体
の
連
携
を
進
め
る
た
め
、
定

住
自
立
圏
の
考
え
方
が
有
効
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
都
市
を
は
じ
め
と
す
る
地

方
の
中
枢
的
な
都
市
の
担
う
べ
き
役
割

と
そ
れ
に
伴
う
財
政
措
置
に
つ
い
て
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
定
住
自
立
圏
の
中
心
市
と
周

辺
市
町
村
と
の
間
に
お
け
る
都
市
機
能

の
分
担
を
は
じ
め
、
自
治
体
間
で
の
柔

軟
な
連
携
を
可
能
と
す
る
仕
組
み
に
つ

い
て
、
制
度
化
す
る
方
法
を
基
礎
自
治

体
に
つ
い
て
の
議
論
と
併
せ
て
検
討
す

る
。

３
�
都
区
制
度

（
１
）
都
区
制
度
の
現
状

特
別
区
は
、
昭
和
３９
年
の
福
祉
事
務

所
等
の
事
務
移
譲
や
課
税
権
の
法
定

化
、
昭
和
４９
年
の
保
健
所
等
の
事
務
移

譲
、
区
長
公
選
制
の
復
活
や
都
か
ら
の

配
属
職
員
制
度
の
廃
止
、
平
成
１０
年
の

一
般
廃
棄
物
の
収
集
等
の
事
務
移
譲
や

都
区
財
政
調
整
制
度
の
見
直
し
な
ど
、

累
次
の
都
区
制
度
改
革
に
よ
り
、
平
成

１０
年
の
地
方
自
治
法
改
正
後
は
、
「
基

礎
的
な
地
方
公
共
団
体
」
と
し
て
、
都

が
一
体
的
に
処
理
す
る
こ
と
が
必
要
な

事
務
を
除
き
、
一
般
的
に
市
町
村
が
処

理
す
る
事
務
を
処
理
し
て
い
る
。

都
区
制
度
は
概
ね
円
滑
に
運
営
さ
れ

て
い
る
が
、
平
成
１０
年
以
降
も
、
特
別

区
へ
の
更
な
る
事
務
移
譲
に
つ
い
て
、

都
区
間
で
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

（
２
）
具
体
的
な
方
策

�
都
か
ら
特
別
区
へ
の
事
務
移
譲

今
後
、
都
か
ら
特
別
区
へ
の
更
な
る

事
務
移
譲
に
つ
い
て
検
討
す
る
際
に

は
、
特
別
区
の
区
域
の
再
編
と
関
連
付

け
る
議
論
も
あ
る
が
、
特
別
区
の
高
い

財
政
力
や
一
部
の
特
別
区
の
間
で
の
共

同
処
理
の
可
能
性
等
を
踏
ま
え
る
と
、

一
般
的
に
人
口
規
模
の
み
を
捉
え
て
基

準
に
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

都
か
ら
特
別
区
に
移
譲
す
べ
き
事
務

と
し
て
は
、
例
え
ば
児
童
相
談
所
の
事

務
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
専
門
職
を

適
切
に
確
保
す
る
等
の
観
点
か
ら
小
規

模
な
区
の
間
で
は
連
携
す
る
と
い
っ
た

工
夫
を
講
じ
つ
つ
、
移
譲
を
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。

ま
た
、
特
別
区
の
規
模
が
多
様
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
一
定
の
事
務
の
移
譲
は

法
令
で
行
う
が
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は

そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
に
必
要
な
規
模
・
能

力
を
踏
ま
え
て
移
譲
を
進
め
る
こ
と
と

し
、
そ
の
際
に
は
、
都
と
そ
れ
ぞ
れ
の

特
別
区
の
協
議
に
よ
り
、
条
例
に
よ
る

事
務
処
理
特
例
制
度
を
活
用
す
る
方
向

で
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

�
特
別
区
の
区
域
の
見
直
し

一
方
、
今
後
の
高
齢
化
の
進
展
や
公

共
施
設
の
更
新
需
要
の
増
加
な
ど
、
社

会
経
済
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
る
と
、

特
別
区
の
区
域
の
見
直
し
に
つ
い
て
も

検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

�
都
区
協
議
会

都
区
財
政
調
整
制
度
等
に
関
す
る
都

区
協
議
会
に
お
け
る
調
整
に
つ
い
て
、

仮
に
協
議
が
調
わ
な
い
事
項
が
生
じ
た

場
合
に
備
え
、
現
行
の
自
治
紛
争
処
理

委
員
に
よ
る
調
停
に
加
え
、
指
定
都
市

と
都
道
府
県
の
場
合
と
同
様
に
何
ら
か

の
新
し
い
裁
定
等
の
仕
組
み
を
設
け
る

こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
引
き
続
き
検

討
す
る
。

�
住
民
自
治
の
拡
充

特
別
区
の
中
に
は
人
口
が
相
当
多
い

区
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
自
治
区
等

の
仕
組
み
を
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
活

用
し
、
住
民
自
治
の
拡
充
を
図
る
こ
と

に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
特
別
区
の
区
議
会
議
員
に
つ

い
て
も
、
中
核
市
・
特
例
市
の
市
議
会

議
員
と
同
様
の
課
題
が
あ
る
た
め
、
よ

り
地
域
に
密
着
し
た
区
議
会
議
員
を
選

出
す
る
観
点
か
ら
、
選
挙
区
を
設
け
る

べ
き
か
ど
う
か
、
引
き
続
き
検
討
す

る
。
そ
の
際
に
は
、
選
挙
区
の
設
定
方

法
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
い
っ
た

視
点
が
必
要
で
あ
る
。

第
�

新
た
な
大
都
市
制
度

１
�
特
別
区
の
他
地
域

へ
の
適
用

（
１
）
大
都
市
地
域
特
別
区
設
置
法
の

制
定現

行
の
特
別
区
制
度
は
、
一
般
制
度

で
は
あ
る
も
の
の
、
制
度
創
設
時
に
は

東
京
都
以
外
の
地
域
に
適
用
す
る
こ
と

は
想
定
外
で
あ
っ
た
。
仮
に
東
京
都
以

外
の
地
域
に
特
別
区
制
度
を
適
用
す
る

場
合
に
は
、
人
口
の
集
中
度
合
い
や
経

済
圏
の
実
情
な
ど
、
社
会
経
済
情
勢
が

現
在
の
東
京
都
の
特
別
区
に
近
い
地

域
、
例
え
ば
大
阪
市
の
存
す
る
区
域
に

適
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
本
年
８
月
に
、
議

員
立
法
に
よ
り
「
大
都
市
地
域
に
お
け

る
特
別
区
の
設
置
に
関
す
る
法
律
」

（
以
下
「
大
都
市
地
域
特
別
区
設
置
法
」

と
い
う
。
）
が
制
定
さ
れ
、
大
阪
市
な

ど
、
東
京
都
以
外
の
人
口
２
０
０
万
以

上
の
区
域
に
特
別
区
を
設
置
す
る
場
合

の
手
続
が
確
定
し
た
。

そ
こ
で
、
大
都
市
地
域
特
別
区
設
置

法
に
お
い
て
総
務
大
臣
と
の
協
議
事
項

と
さ
れ
て
い
る
事
務
分
担
、
税
源
配
分

及
び
財
政
調
整
を
中
心
に
、
同
法
に
基

づ
き
特
別
区
を
設
置
す
る
際
に
留
意
す

べ
き
点
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

（
２
）
具
体
的
な
留
意
点

�
総
括
的
な
留
意
点

大
都
市
地
域
特
別
区
設
置
法
に
基
づ

く
特
別
区
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、
各

地
域
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
部
分
が
多
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い
が
、
い
わ
ゆ
る
「
二
重
行
政
」
の
排

除
や
行
政
の
効
率
化
と
い
っ
た
住
民
の

期
待
に
応
じ
た
も
の
と
す
る
よ
う
留
意

す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
長
年
存
在
し
て
き
た
指
定
都

市
を
特
別
区
に
分
割
す
る
こ
と
に
よ

り
、
分
割
さ
れ
る
事
務
の
処
理
に
係
る

費
用
や
、
特
別
区
間
や
道
府
県
と
特
別

区
の
間
の
調
整
に
係
る
費
用
が
増
大
す

る
と
い
っ
た
懸
念
に
は
的
確
に
対
応
す

る
よ
う
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
道
府
県
に
お
け
る
特
別
区

の
設
置
に
よ
っ
て
、
国
や
他
の
地
方
自

治
体
の
財
政
に
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う

特
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

�
事
務
分
担

事
務
分
担
に
つ
い
て
は
、
指
定
都
市

で
一
体
的
に
処
理
し
て
き
た
事
務
の
う

ち
、
行
政
の
一
体
性
及
び
統
一
性
の
確

保
の
観
点
か
ら
基
礎
自
治
体
の
事
務
で

あ
り
な
が
ら
都
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
道
府
県

の
事
務
と
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
専

門
職
員
の
確
保
、
保
険
財
政
の
安
定
等

の
観
点
か
ら
さ
ら
に
道
府
県
に
お
い
て

処
理
す
べ
き
も
の
が
あ
る
か
と
い
う
点

に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
特
別
区
に
お
い
て
処
理
す
べ

き
事
務
に
つ
い
て
は
、
仮
に
、
道
府
県

の
特
別
区
が
中
核
市
並
み
の
事
務
を
処

理
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
、
現
在
都
の

特
別
区
が
処
理
し
て
い
な
い
事
務
も
処

理
す
る
こ
と
と
な
り
、
円
滑
に
事
務
処

理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
特
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
特
別
区
を
設
置
し
よ
う
と
す

る
指
定
都
市
の
区
で
現
に
処
理
し
て
い

る
事
務
を
出
発
点
と
し
て
、
こ
れ
に
ど

の
程
度
の
事
務
を
加
え
れ
ば
特
別
区
を

設
置
し
た
こ
と
が
意
義
あ
る
も
の
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
観
点

に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
東
京
都
の

特
別
区
に
お
い
て
は
、
長
期
間
に
わ
た

り
段
階
的
に
所
掌
事
務
を
増
加
し
て
き

た
こ
と
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

�
税
源
配
分
及
び
財
政
調
整

税
源
配
分
及
び
財
政
調
整
に
つ
い
て

は
、
道
府
県
と
特
別
区
が
分
担
す
る
事

務
の
規
模
に
応
じ
て
、
税
財
源
が
適
切

に
配
分
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
際
、
税
源
の
偏
在
が
あ
る
中
で
特

別
区
に
お
い
て
適
切
に
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
税
源
の
配
分
と

道
府
県
と
特
別
区
の
間
の
財
政
調
整
の

仕
組
み
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
る
と
と

も
に
、
特
別
区
間
で
偏
在
度
の
大
き
い

税
を
道
府
県
と
特
別
区
の
間
の
財
政
調

整
の
財
源
と
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ

る
。税

源
の
配
分
に
当
た
っ
て
は
、
目
的

税
と
そ
の
使
途
と
の
関
係
に
も
留
意
す

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
指
定
都
市

が
処
理
し
て
い
る
任
意
事
務
に
つ
い
て

も
、
道
府
県
と
特
別
区
と
の
間
の
事
務

分
担
に
応
じ
た
財
源
上
の
配
慮
が
必
要

で
あ
る
。

指
定
都
市
を
特
別
区
に
分
割
し
た
場

合
、
現
行
制
度
と
同
様
に
、
地
方
交
付

税
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
特
別
区
を
一

つ
の
市
と
み
な
す
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
道
府
県
と
特
別
区
の
事

務
の
分
担
や
税
源
の
配
分
が
一
般
の
道

府
県
と
市
町
村
と
異
な
る
こ
と
か
ら
、

現
行
の
都
区
合
算
制
度
と
同
様
の
仕
組

み
に
よ
る
こ
と
が
基
本
と
な
る
こ
と
に

留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

特
別
区
に
お
い
て
処
理
す
べ
き
事
務

が
多
い
ほ
ど
、
ま
た
、
特
別
区
の
規
模

が
小
さ
い
ほ
ど
、
分
割
さ
れ
る
事
務
の

処
理
に
要
す
る
費
用
が
増
加
す
る
と
と

も
に
、
特
別
区
の
間
で
行
う
べ
き
財
政

調
整
の
規
模
が
大
き
く
な
る
こ
と
に
留

意
す
べ
き
で
あ
る
。

特
別
区
が
処
理
す
べ
き
事
務
や
特
別

区
の
規
模
に
よ
っ
て
は
、
現
行
の
都
区

財
政
調
整
制
度
に
お
け
る
調
整
３
税
以

外
の
何
ら
か
の
財
源
を
調
整
財
源
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
場
合

が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

�
財
産
処
分
及
び
職
員
の
移
管

特
別
区
の
設
置
に
伴
う
財
産
処
分
及

び
職
員
の
移
管
に
当
た
っ
て
は
、
事
務

の
分
担
に
応
じ
る
こ
と
を
基
本
に
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、
市
町
村
合

併
に
つ
い
て
、
合
併
関
係
市
町
村
の
職

員
が
合
併
市
町
村
の
職
員
と
し
て
の
身

分
を
保
有
す
る
よ
う
措
置
す
る
と
と
も

に
、
合
併
市
町
村
が
職
員
の
身
分
取
扱

い
に
関
し
て
職
員
の
す
べ
て
に
通
じ
て

公
正
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
の
均
衡
に
も
留
意

す
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
東
京
都
と
特
別
区
の
間
で

は
、
都
職
員
が
そ
の
身
分
を
有
し
た
ま

ま
特
別
区
に
配
属
さ
れ
る
制
度
が
昭
和

４９
年
ま
で
存
在
し
た
が
、
こ
れ
は
当
時

の
特
別
区
が
都
の
内
部
団
体
的
性
格
を

持
っ
て
い
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
こ
と

に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

�
道
府
県
に
置
か
れ
る
特
別
区
の
性
格

道
府
県
に
置
か
れ
る
特
別
区
は
、
道

府
県
と
特
別
区
の
事
務
分
担
や
税
源
配

分
、
財
政
調
整
等
の
あ
り
方
に
よ
っ
て

は
、
平
成
１０
年
の
地
方
自
治
法
改
正
で

「
基
礎
的
な
地
方
公
共
団
体
」
と
位
置

付
け
ら
れ
た
都
の
特
別
区
と
は
性
格
が

異
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
こ
と

に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

２
�
特
別
市
（
仮
称
）

（
１
）
特
別
市
（
仮
称
）
を
検
討
す
る

意
義特

別
市
（
仮
称
）
は
、
全
て
の
都
道

府
県
、
市
町
村
の
事
務
を
処
理
す
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
区
域
内
に
お
い
て
は
い

わ
ゆ
る
「
二
重
行
政
」
が
完
全
に
解
消

さ
れ
、
今
後
の
大
都
市
地
域
に
お
け
る

高
齢
化
や
社
会
資
本
の
老
朽
化
に
備
え

た
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
体
制
の
整

備
に
資
す
る
点
で
大
き
な
意
義
を
有
す

る
。ま

た
、
大
規
模
な
都
市
が
日
本
全
体

の
経
済
発
展
を
支
え
る
た
め
、
一
元
的

な
行
政
権
限
を
獲
得
し
、
政
策
選
択
の

自
由
度
が
高
ま
る
と
い
う
点
に
も
意
義

が
あ
る
。

（
２
）
特
別
市
（
仮
称
）
に
つ
い
て
更

に
検
討
す
べ
き
課
題

一
方
で
、
特
別
市
（
仮
称
）
に
つ
い

て
は
、
以
下
の
よ
う
に
更
に
検
討
す
べ

き
課
題
が
存
在
す
る
。

一
層
制
の
大
都
市
制
度
で
あ
る
特
別

市
（
仮
称
）
に
つ
い
て
、
法
人
格
を
有

し
、
公
選
の
長
、
議
会
を
備
え
た
区
を

設
置
し
て
実
質
的
に
二
層
制
と
す
る
こ

と
が
必
要
と
ま
で
は
言
い
切
れ
な
い

が
、
現
行
の
指
定
都
市
の
区
と
同
様
の

も
の
を
設
置
す
る
こ
と
で
は
不
十
分
で

あ
り
、
少
な
く
と
も
、
過
去
の
特
別
市

制
度
に
公
選
の
区
長
が
存
在
し
て
い
た

よ
う
に
、
何
ら
か
の
住
民
代
表
機
能
を

持
つ
区
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
特
別
市
（
仮
称
）
は
全
て
の

都
道
府
県
、
市
町
村
の
事
務
を
処
理
す

る
た
め
、
例
え
ば
警
察
事
務
に
つ
い
て

も
特
別
市
の
区
域
と
そ
れ
以
外
の
区
域

に
分
割
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
場

合
、
組
織
犯
罪
等
の
広
域
犯
罪
へ
の
対

応
に
懸
念
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
特
別
市
（
仮
称
）
は
全
て

の
道
府
県
税
、
市
町
村
税
を
賦
課
徴
収

す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
周
辺
自
治
体

に
対
す
る
都
道
府
県
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
影
響
す
る
と
い
う
懸
念
も
あ

る
。な

お
、
現
在
の
全
て
の
指
定
都
市
を

特
別
市
（
仮
称
）
制
度
の
対
象
と
す
る

場
合
、
現
在
４７
の
広
域
自
治
体
が
最
大

６７
に
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
大
都

市
地
域
特
別
区
設
置
法
の
対
象
区
域
と

同
様
に
人
口
２
０
０
万
以
上
と
す
る
な

ど
、
一
定
以
上
の
人
口
の
指
定
都
市
に

対
象
を
限
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
３
）
当
面
の
対
応

ま
ず
は
、
都
道
府
県
か
ら
指
定
都
市

へ
の
事
務
と
税
財
源
の
移
譲
を
可
能
な

限
り
進
め
、
実
質
的
に
特
別
市
（
仮
称
）

に
近
づ
け
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
と

し
、
特
別
市
（
仮
称
）
と
い
う
新
た
な

大
都
市
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
創
設
す
る
場

合
の
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
検
討
を
進
め
て
い
く
。

３
�
大
都
市
圏
域
の
調
整

三
大
都
市
圏
に
お
い
て
は
、
社
会
経

済
的
に
一
体
性
の
あ
る
圏
域
（
例
え
ば

通
勤
・
通
学
１０
％
圏
）
の
広
が
り
は
、
市

町
村
の
み
な
ら
ず
都
道
府
県
の
行
政
区

域
も
超
え
て
い
る
が
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク

ほ
ど
の
広
が
り
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

例
え
ば
交
通
体
系
の
整
備
や
防
災
対

策
と
い
っ
た
大
都
市
圏
域
に
お
け
る
共

通
し
た
行
政
課
題
に
関
す
る
連
絡
調
整

や
、
そ
の
よ
う
な
行
政
課
題
に
関
す
る

大
都
市
圏
域
全
体
の
計
画
策
定
を
行
う

た
め
の
協
議
会
等
の
枠
組
み
を
設
け
る

べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
引
き
続
き
検

討
す
る
。

そ
の
際
、
ど
の
よ
う
な
行
政
課
題
に

つ
い
て
の
調
整
を
行
う
べ
き
か
、
九
都

県
市
首
脳
会
議
や
関
西
広
域
連
合
と
い

っ
た
既
存
の
任
意
の
枠
組
み
が
果
た
し

て
い
る
役
割
と
の
関
係
を
ど
う
す
る
か

と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
す
る
。

仮
に
新
た
な
枠
組
み
を
設
け
る
場
合

に
は
、
大
都
市
圏
域
計
画
の
実
効
性
を

担
保
す
る
た
め
の
尊
重
義
務
を
構
成
団

体
に
課
す
こ
と
や
、
国
と
の
調
整
を
図

る
た
め
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
国
の
関

係
行
政
機
関
に
対
し
て
、
職
員
の
出
席

及
び
説
明
並
び
に
必
要
な
資
料
の
提
出

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
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